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景況レポート

11月

項目別DI
業種区分

売上高 販売価格 収益状況 資金繰り 雇用人員 業界の景況
前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比

食料品製造
0.00 −42.86 0.00 0.00 −14.29 −28.57 −28.57 −28.57 −14.29 −14.29 −42.86 −42.86

繊 維 製 品
製 造 −33.33 0.00 0.00 −33.33 −33.33 33.33 −33.33 33.33 0.00 −33.33 −66.67 0.00

木 材 木
製 品 製 造 −75.00 −50.00 25.00 0.00 −25.00 −25.00 −25.00 −25.00 0.00 0.00 −25.00 −25.00

鉄 工 機 械
製 造 25.00 75.00 0.00 −25.00 0.00 −25.00 0.00 −25.00 0.00 −25.00 0.00 0.00

そ の 他 の
製 造 28.57 −28.57 0.00 0.00 −28.57 −42.86 −28.57 −28.57 −14.29 0.00 14.29 0.00

卸 売 業
0.00 0.00 −33.33 −33.33 0.00 −33.33 0.00 −66.67 0.00 −33.33 0.00 −33.33

小 売 業
−12.50 −37.50 0.00 0.00 −37.50 −62.50 −25.00 −37.50 −25.00 −12.50 −37.50 −62.50

商 店 街
−33.33 −16.67 −16.67 −33.33 0.00 −50.00 16.67 −33.33 0.00 0.00 0.00 −50.00

サービス業
−40.00 0.00 20.00 20.00 −20.00 −20.00 0.00 0.00 −20.00 0.00 −20.00 −20.00

建 設 業
−20.00 −40.00 0.00 −20.00 0.00 −20.00 0.00 −20.00 −20.00 −20.00 −20.00 −20.00

運 輸 業
−50.00 0.00 0.00 0.00 −50.00 −66.67 −50.00 −33.33 0.00 −66.67 −50.00 −33.33

天気図の見方

　各景況項目について
「増加」（または「好転」）
業種割合から「減少」（ま
たは「悪化」）業種割合
を差し引いた値（D・I値）
をもとに作成。その基準
は下表のとおりである。

D・I 値基準値

快　　晴
30以上

は　　れ
10〜30未満

うすぐもり
−10〜10未満

く も り
−30〜−10未満

雨
−50〜−30未満

大　　雨
−50未満

　情報連絡員による平成29年11月の県内中小企業の景況は、業界
全体として「好況」は11.2％（前月比＋0.6）となっており、「横這
い」は38.9％（同−1.5）、「低調」とするところが49.9％（同＋0.9）、
業界全体の「景況感DI」は−38.9％（同−0.3）となっています。

１．全産業の項目別前年同月比DI値の動き
◇「売上高」「在庫数量」「取引条件」「設備操業度」「雇用人員」の５項目が前月と比較して好転
しています。

２．業種別の「業界の景況」
◇前年同月と比較して、「快晴」または「晴れ」の業界はなく、繊維製品製造業、木材木製品製
造業、鉄工機械製造業、その他の製造業、サービス業、建設業が「曇り」または「薄曇」、そ
の他の業種は「大雨」または「雨」となっています。

◇来月の見通しは、好転、やや好転の見込みとの回答が、20.4％（前月比＋8.1）と増加して
おります（好転の回答０件、やや好転の回答11件）（製造業５、非製造業６）。一方、変わら
ないは、57.4％（前月比−0.5）、やや悪化、悪化の見込みは、22.2％（前月比−7.6）と
減少しております。
　平成29年11月の景況について、情報連絡員からの報告は以下のとおりです。（回収率
91.7％）

Ｄ
Ｉ
値

業界の景気動向（前年同月比）全業種DI 値（平成28年11月〜平成29年11月）
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11月の県内景況は、前月に比べ好転と
なったものの依然として低調。業種間の
ばらつきがでている。本格化する年末
商戦に期待。

平成28年
11月

平成28年
12月

平成29年
１月

平成29年
２月

平成29年
３月

平成29年
４月

平成29年
５月

平成29年
６月

平成29年
７月

平成29年
８月

平成29年
９月

平成29年
10月

平成29年
11月

業界の景況 −37.5 −23.5 −21.1 −19.6 −38.6 −32.7 −32.8 −37.5 −37.9 −42.1 −29.3 −31.6 −29.1
売 上 高 −30.4 −11.8 −24.6 −42.9 −28.1 −30.9 −20.7 −26.8 −31.0 −38.6 −19.0 −43.9 −18.2
収 益 状 況 −35.7 −15.7 −28.1 −30.4 −29.8 −20.0 −24.1 −21.4 −19.0 −31.6 −22.4 −22.8 −34.5
資 金 繰 り −26.8 −15.7 −19.3 −21.4 −26.3 −18.2 −24.1 −19.6 −22.4 −28.1 −22.4 −24.6 −25.5
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食料品製造業

＜漬物＞

　生野菜が高く、利益が出ない状況にある。

＜味噌醤油＞

　味噌の主原料である加工用米が品不足であると同時

に、価格が上昇している。加工米の生産者作付が減少

しているとの情報もある。健康食品の甘酒に使用する

加工米が増加している現状において、原料の供給が安

定化していないのは厳しい。

＜菓子＞

　11月は閑散期である。12月用の材料仕入、職員賞

与などにより資金繰りが非常に悪化する。HACCP義

務化の問題もあり、資金と時間の負担が一層増してい

くと考えている。

＜酒造＞

　特定名称酒の伸びが好調である。時期的にこれから

が出荷ピークを迎える月となった。12，１月が年間

出荷数量を左右する月であるので、昨年以上の伸びに

期待したい。一方、イベントでの日本酒人気は良い状

態だが、なかなか販売数量に結びつかない。この点が

これからの問題となると思う。

＜食品団地＞

　今月は冬の季節商品への対応が例年よりも早く、ま

た、消費拡大に向けたイベントも増えているが浸透し

きれていない状態である。今後も原油価格の高騰等、

収益に影響が出てくる見通しで難しい状況が続いて 

いる。

木材・木製品製造業

＜製材業＞

　原木について、天候の不順からスギ・アカマツ・カ

ラマツの出材が少ない、広葉樹も雨の影響から同傾向

にある。製材品について、県内は夏場の見積が受注と

なり、復興公営住宅に加え一般的住宅も需要は上向い

てきた。

＜外材輸入＞

　材料の入荷不足と先高に対して、買い注文が増える

が先行きの不透明感と価格上昇により荷動きが重い状

態が続いている。

紙・紙加工品

＜紙器・段ボール箱＞

　段ボール箱業界は、労働時間の短縮、労務環境の整

備、物流対策といった多くの課題に直面している。

印　　　刷

＜印刷業＞

　復興需要もなくなり各社ともこの数ヶ月、売上が前

年を下回る状況が続いている。さらには、運送費、原

材料の値上げもあり、収益環境が厳しくなってきて 

いる。

窯業・土石製品製造業

＜砕石＞

（県北地区）

１．当月売上数量　　　前月比　　　約５％減

２．　　〃　　　　　　昨年同月比　約６％増

３．本年度売上数量　　昨年対比　　約10％増

４　現状・現状

　東北中央自動車道（相馬福島道）霊山〜福島及び

西道路大森地区等の公共工事の出荷があったが、他

工事等への納入量が伸びなかったため、売上数量は

前月より少なかった。

＜生コン＞

　平成29年11月の組合員生コン出荷数量は、

172,002㎥と対前年同月比＋0.3％。出荷数量の内

訳は、民需が対前年同月比−1.9％、官公需が−1.1％

であった。

○民需の動向

対前年同月比　−1.9％

対前年同月比増加地区

県 北 地 区：＋3.0％　福島市内病院新築工事、テ

レビ局新社屋整備事業等

県 中 地 区：＋5.5％　旅館ホテル増築工事、マン

ション新築工事等

白 河 地 区：＋4.0％　事務所建設工事等

いわき地区：＋29.7％　ショッピングモール建設

工事、小名浜道路下部工事等

対前年同月比減少地区

相 双 地 区：−21.6％　広野火発石炭貯蔵設備建

築工事等

会 津 地 区：−30.5％　こども園新築工事、太陽

光発電所架台工事等

○官公需の動向

対前年同月比　−1.1％

対前年同月比増加地区

いわき地区：＋23.5％　港湾災害復旧、市内病院

新築工事等

相 双 地 区：＋21.7％　浪江消防署庁舎建設工事、

JAEA分析・研究施設１号棟新築工事等

会 津 地 区：＋5.6％　砂防施設工事、会津美里町

役場新築工事等

対前年同月比減少地区

県 北 地 区：−37.2％　福島市体育館新築工事、

斎場建築工事等

県 中 地 区：−48.9％　須賀川市ゴミ処理施設工

事等

白 河 地 区：−43.7％　道路橋梁工事等

鉄鋼・金属

＜鉄工工業＞

（県中地区）　同業者の中でも仕事のある会社とない会

社がはっきり分かれている様子。

一 般 機 器

＜各種プラント機器＞

　売上高が前月比で32％増、前年同月比に於いては

2倍強の増加と大きな伸びを示した。累計でも前年比

において前月比７％増の、89％と回復の兆しが見え

てきた。この状態が続くことを期待したい。

その他の製造業

＜漆器＞

　月初めの連休はまずまずの出足だったが、その後は

大きく悪化した。
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卸　売　業

＜再生資源＞

　古紙価格は依然低調のまま推移、輸出価格が上昇傾

向にあったが、円高基調で先行きは不透明である。

＜米麦事業＞

　当組合の販売品目は米穀のみなので、平成29年秋

に収穫した米穀を主に秋から翌年の初夏にかけ販売し

ている。このため、夏から秋の米穀の収穫時期までは

販売数量が激減する。なお、米穀の販売単価は昨年よ

り上り、売上高は増えた。

小　売　業

＜共同店舗＞

（Ｏショッピングセンター）

　今月は、飲食関係が好調であった。物販は昨年比、

前月比とも実績が下降傾向であった。次月は、歳末商

戦に入るが、車で30分の距離に競合が出店し少なか

らず影響があると想定される。

（Ｎショッピングセンター）

　全体的に客の購買力が弱い。

＜石油＞

　元売各社の仕切価格が大幅に上昇。これにより、県

内の燃料小売価格も上昇し、特に灯油価格については、

店頭価格が1ℓあたり80円以上となっている。

＜水産物＞

　思っていたより物が動かない静かな月であった。気

温も寒くなり、鍋物商材に力点を置いていきたい。

＜青果＞

　先月から続く会津身不知柿の取引は、昨年に比べ価

格は落ち着いていたが取引が思うように伸びなかっ

た。後半にかけ葉物の単価が高騰し始めている。来月

のクリスマスや年末にかけて野菜・果物の単価が高騰

する中においても、少しでも取扱が増加することに期

待したい。

＜家電＞

　家電メーカーでは、石油関連製品の製造中止が大き

な影響を及ぼしている。

商　店　街

＜福島市＞

　冬になるにつれて気温が下がり、街中の人通りも少

なくなっている。今月は福島競馬の開催もあったが、

来街者は増えなかった。昨年と比べても少ないと感じ

る。また、10月の稲荷神社祭りには多くの来街者が

あったが、各店への客入り、収入には結びつかなかっ

た。10月後半から11月上旬にかけては、台風や衆議

院選、また、市長選の影響か、全く活気を感じられな

い状況であった。

＜郡山市＞

　11月上旬には、商店街最大のイベントのひとつ

「ウィンターフェスティバル2017」が開催され、大

いに賑わった。さらに、百貨店の催事「全国駅弁」も

好評であった。12月の歳末商戦もこの流れでいって

もらいたいと思う。

＜南相馬市＞

　市商連主催の年末大売出しが10日より開始。今年

は、秋保温泉への招待企画となっている。栄町もナイ

トばざーるの他、「福笑いスタンプラリー」を同時開

催してダブルで顧客サービスに努めている。

＜会津若松市＞

　全体としては低調であったが、良い話題として、空

き店舗に飲食店の出店が決まったことと、休業してい

た店が再開したことがあげられる。アーケード完成に

合わせて空き店舗ゼロを期待したい。

＜いわき市＞

　10月とは違って安定した天候が続いた11月。例年

より寒くなったことで、コート類の重衣料など「冬物」

の動きが早い様子。しかし、前年同様に後半に失速し、

前年並みの結果と思われる。11月後半から12月の前

半に街中に来ていただけるような企画を考えていき 

たい。

サービス業

＜旅館業＞

（土湯温泉）

　11月前半の出だしは好調で紅葉観光が増えた。し

かし、中盤以降は寒気と初雪がスカイラインの冬季閉

鎖を早めるなどして観光に水を差した感じの月になっ

てしまった。今年も秋の観光シーズンになると天候が

芳しくなく収益が落ちている。ここ数年の異常気象が

当たり前の気象になりつつあることを踏まえ、ハード・

ソフト両面での対応策を考えていかなければならな

い。雨が降っても、雪が降ってもお客様を呼べる仕組

みづくりが必要である。

＜理容業＞

　思っていたより景況はよくならなかった。特に月末

に急に寒くなった影響で客足が鈍った。会津方部は、

積雪などにより、客足が減り売上に影響を及ぼした。

一方、いわき方部は例年通りとのことであった。12

月は1年の中で一番忙しい月なので期待しているが、

消費低迷が回復しない限り急に良くなることはないた

め、現状をしっかり見つめ消費者に喜ばれるようなメ

ニューを提案していきたい。

＜一般廃棄物収集運搬＞

　通常業務については前月同様の売り上げを見込んで

いる。産業廃棄物に関しては依然として排出量は震災

前の水準には届かず、しばらくは増加することはない

と思われる。また、東工業団地に置いて　関東大手の

産廃処理業者が進出してきた。今後、総合的エコ事業

を展開するよう。地元事業者との連携も模索している

様で今後の展開が期待できる。雇用については組合員

各社でも人材の確保について苦慮している。最近の傾

向と思うが、従業員の定着率が低くなっている傾向が

ある。対策を検討したい。

建　設　業

＜建設業＞

（県南地区）

　土木工事は、ようやく道路、下水工事など増加傾向

にある。建築工事は公共の小規模物件が増加している

が、民間建築は低調したままである。一部の町村で除

染土のう仮置場の維持管理、補修工事などが発注され

ている。

＜管工事＞

　前月比では給水設備申請が減少し、排水設備申請が

増加している。前年同月累計対比では、給水・排水設

備申請とも減少している。
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運　輸　業

＜トラック団地＞

　燃料価格の上昇が続いており、今後収益への影響が

懸念される。

＜ハイヤータクシー＞

　人の動きが悪かった。
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移動販売などの買い物支援や商店街等でのイベント開催を応援します。

 

 

アサヒグループホールディングス株式会社と福島県では、東日本大震災により商業機能が喪失し

た地域や震災後の住民避難等により高齢化が加速している地域において、日常の買い物を通して地

域住民のコミュニティを構築する事業に対し、震災後の地域コミュニティの維持・再生と復興まち

づくりを推進することを目的とした助成を行っています。 

事業実施者 《主 催》アサヒグループホールディングス株式会社 《共 催》福島県 

助成対象事業 

・事業区分 

【Ⅰ事業】 

地域住民の買い物支援を通じてコミュニティを維持、再生する事業 

※ 移動販売、送迎サービス、買物代行などの買物支援のための事業 

（助成額上限３００万円） 

【Ⅱ事業】 

地域コミュニティの維持、再生、活性化のために商店街等において行う事業 

※ 避難者との交流イベントの開催などのソフト事業 

（助成額上限 ５０万円） 

助成対象団体 商工団体、民間企業、特定非営利活動法人など 

助成対象期間 平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までに実施する事業 

 

助成事業の詳細につきましては、福島県商業まちづくり課のホームページを御覧いただくか、下

記のお問い合わせ先まで御連絡ください。 

 

募集期間 平成２９年１２月１１日（月）～平成３０年１月２５日（木） 

お問い合わせ先 

福島県商業まちづくり課 

電 話：０２４－５２１－７２９９ 

ＦＡＸ：０２４－５２１－８８８６ 


